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観点別評価

必要性 有効性

大きい

②市民ニーズ 高い ⑤成果向上の余地

拡充推進

令和４年度から新たに平地保育園、乙川保育園で調理委託を開始し、園児に
継続的に安全・安心な給食の提供を行う。

Ｄ
決算額 得られた成果

⑥類似事業の有無
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給食業務を専門的に行う業者に業務委託をすることにより、継続的、効果的
に安心・安全な給食の提供を行うことができた。
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た
成
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と
実
績

値

成果指標

給食調理等業務委託実施園

Ｃ

事業の
評価・課題

B
計画通り葵保育園、有脇保育園、白山保育園、東保育園、修農保育園、横川
保育園、高根保育園、花園保育園、協和保育園、岩滑北保育園、清城保育園
の１１園で調理委託を行い、園児に継続的に安全・安心な給食の提供を行っ
た。
併せて、専門業者ならではの食育活動の提案を受けこれを実践し、乳幼児期
に重要な食育の充実を図ることができた。
また、用務業務も同時に委託を行い、園内の環境整備を維持できた。

効率性
①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

今後の事業
の方向性

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

Ｐ
総合計画： 単位施策： 幼児教育・保育

予
算
見
積
書
で
活
用

公立保育所等の給食調理業務において、正規調理員の配置が困難になること
から、給食調理等業務委託を実施し、給食業務を専門的に行う業者及びその
職員により継続的に安心・安全な給食の提供を行う必要があるため。

財源内訳

総
合
計
画
と
の
関
係
性
と
予
算
根
拠

３か年実施計画（当該年度事業費等）： 181,500

事業概要等

事業概要：

平成28年度は白山保育園、平成29年度は高根保育園、平成30年度
は修農保育園、有脇保育園、岩滑北保育園、平成31年度は葵保育
園、横川保育園、令和2年度は花園保育園、協和保育園を委託し、
令和3年度には新たに東保育園、清城保育園を委託する。給食調理
を専門的に行う業者へ委託することで、引き続き安心・安全な給
食の提供を行う。

事業目的：
公立保育所等の給食調理業務において、給食業務を専門的に行う
業者により継続的に安心・安全な給食の提供を行う。
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全体事業期間： 全体事業費等：

会計 一般会計

事業内容：
園児に継続的に安心・安全な給食の提供を行う。用務業務も同時
に委託をすることで、園内の環境整備を維持する。

問題点・
課題等：

適正な人員配置や衛生管理の徹底等が成されるよう常に監視・指
導する必要がある。

予算額 主要事業とする理由

得られる成果

給食業務を専門的に行う業者に業務委託をすることにより、継続的、効果的
に安心・安全な給食の提供を行うことができる。

目標値や目指すべき状態

給食調理等業務委託実
施園

実績値
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PDCA 主要事業名 保育園給食調理等業務委託事業 部課名
子ども未来部
幼児保育課

坂野
418


